
日

高

丸
　
　
　
　
五
、
四
八
六
　
　
一
九
・
　
一
・
二
〇

日

張

丸
　
　
　
　
六
、
五
五
〇
　
　
一
八
・
　
四
・
一
六

備

前

丸
　
　
　
　
四
、
六
〇
四
　
　
一
九
・
　
五
・
二
四

濱

江

丸
　
　
　
　
五
、
四
一
八
　
　
一
八
・
　
六
・
一
二

ふ
ろ
り
だ
丸
　
　
　
　
五
、
八
五
四
　
　
一
八
・
　
四
・
　
六

平

洋

丸
　
　
　
　
九
、
八
一
五
　
　
一
八
・
　
一
・
二
〇

北

江

丸
　
　
　
　
五
、
三
八
四
　
　
一
八
・
一
一
・
一
九

北

泰

丸
　
　
　
　
五
、
二
二
〇
　
　
一
九
・
　
三
・
二
七

北

洋

丸
　
　
　
　
四
、
二
一
六
　
　
一
九
・
　
三
・
一
七

ほ
る
ど
う
丸
　
　
　
　
六
、
五
六
六
　
　
一
七
・
　
二
・
　
一

萬

寿

丸
　
　
　
　
五
、
八
七
五
　
　
一
八
・
一
一
・
二
九

満

泰

丸
　
　
　
　
五
、
八
六
三
　
　
一
九
・
　
七
・
一
六

美

崎

丸
　
　
　
　
四
、
四
二
二
　
　
一
九
・
一
一
・
一
四

美

作

丸
　
　
　
　
四
、
六
六
七
　
　
一
九
・
　
四
・
　
九

美

保

丸
　
　
　
　
四
、
六
六
七
　
　
二
〇
・
　
四
・
三
〇

美

山

丸
　
　
　
　
四
、
六
六
七
　
　
一
九
・
　
五
・
一
四

山
鬼
山
丸
　
　
　
　
四
、
七
七
六
　
　
一
九
・
　
二
・
一
七

山

国

丸
　
　
　
　
六
、
九
二
一
　
　
一
九
・
　
一
・
一
四

山

幸

丸
　
　
　
　
五
、
九
四
八
　
　
二
〇
・
　
一
・
一
六

山

珠

丸
　
　
　
　
四
、
六
四
二
　
　
一
九
・
　
八
・
　
九

龍

江

丸
　
　
　
　
五
、
六
二
六
　
　
一
九
・
　
八
・
　
四

麗

洋

丸
　
　
　
　
五
、
四
四
六
　
　
一
九
・
　
二
・
一
七

和

山

丸
　
　
　
　
四
、
八
五
一
　
　
一
九
・
　
四
・
二
六

第
二
十
三
特
別
根
拠
地
司
令
部

昭
和
十
七
年
三
月
十
日
、
佐
世
保
鎮
守
府
聯
合
特
別
陸
戦
隊

司
令
部
を
改
編
し
、
以
来
南
西
方
面
戦
地
戦
務
で
あ
り
第
一
線

で
戦
務
甲
で
あ
っ
た
。

一
軍
医
の
戦
地
の
足
跡
　 

鳥
取
県
　
福
島
敏
夫
　 

昭
和
十
六
年
七
月
、
岡
山
大
学
稲
田
内
科
教
室
に
勤
務
中
再

度
召
集
令
状
が
き
た
。
召
集
部
隊
は
、
昭
和
十
六
年
七
月
十
六

日
、
動
員
下
令
さ
れ
た
、
第
百
兵
站
病
院
（
鷺
第
三
九
五
一
部

隊
）
で
あ
る
。
そ
の
編
成
管
理
は
、
姫
路
編
成
の
第
五
十
四
師

団
が
担
当
し
、
同
年
八
月
一
日
に
関
東
軍
第
十
五
兵
站
衛
生
隊



の
隷
下
に
編
入
す
る
命
令
が
出
さ
れ
た
。

第
百
兵
站
病
院
は
部
隊
長
を
除
い
て
皆
召
集
の
者
ば
か
り
で
、

続
々
と
姫
路
に
集
合
、
八
月
三
日
編
成
は
完
了
し
た
。
部
隊
長・

陸
軍
軍
医
少
佐
・
岡
崎
徳
行
、
玖
下
部
隊
員
は
将
校
、
下
士
官
、

兵
、
三
五
九
名
と
部
隊
長
用
の
馬
一
頭
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
八
月
二
十
日
姫
路
を
出
発
、
防
諜
の
た
め
見
送

り
も
な
く
、
列
車
の
窓
も
全
部
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
。

同
月
二
十
一
日
宇
品
港
を
出
航
。
台
風
の
た
め
朝
鮮
海
峡
で

船
は
五
島
列
島
ま
で
流
さ
れ
、
釜
山
到
着
は
一
日
遅
れ
た
。
待

機
し
て
い
た
軍
用
列
車
に
搭
乗
、
二
十
七
日
夜
半
鮮
満
国
境

（
鴨
緑
江
渡
河
）
を
通
過
、
二
十
八
日
満
州
国
ハ
ル
ビ
ン
に
到

着
し
、
第
十
五
兵
站
衛
生
隊
に
所
属
し
た
。
そ
し
て
ハ
ル
ビ
ン

第
一
陸
軍
病
院
長
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。

八
月
二
十
九
日
よ
り
九
月
二
十
二
日
の
間
、
我
々
は
ハ
ル
ビ

ン
陸
軍
病
院
の
■
助
業
務
に
従
事
し
、
孫
家
分
院
を
開
設
し
て

医
療
業
務
に
従
事
し
た
。
ハ
ル
ビ
ン
で
は
初
め
て
異
国
情
緒
を

味
わ
っ
た
。
広
々
と
し
た
荒
野
の
風
景
、
赤
い
夕
陽
も
忘
れ
得

ぬ
思
い
出
で
あ
る
。

昭
和
十
六
年
九
月
二
十
三
日
、「
急
■
、
ハ
ル
ビ
ン
を
出
発

し
て
大
連
へ
集
結
す
べ
し
」
の
命
令
に
よ
り
ハ
ル
ビ
ン
を
た
っ

て
、
三
十
日
大
連
港
に
集
結
、
乗
船
出
航
し
た
。
大
連
へ
の
車

中
か
ら
林
檎
畑
が
続
き
、
赤
い
実
が
た
わ
わ
に
実
っ
て
い
る
光

景
に
驚
い
た
。
台
湾
行
き
の
船
中
で
は
食
欲
は
全
く
な
く
、
満

州
の
リ
ン
ゴ
を
噛
っ
て
過
ご
し
た
。

十
月
四
日
、
我
々
は
基
隆
港
に
到
着
、
翌
五
日
上
陸
、
台
湾

軍
の
指
揮
下
に
入
っ
た
。
台
北
市
郊
外
の
板
橋
街
に
至
り
、
同

地
の
板
橋
国
民
学
校
を
宿
舎
と
し
て
、
十
一
月
三
十
日
ま
で
駐

留
待
機
を
し
て
い
た
。
上
陸
し
て
数
日
後
、
私
は
台
北
の
軍
司

令
部
に
連
絡
に
行
っ
た
が
、
岩
宮
薬
剤
中
佐
と
久
し
ぶ
り
の
懐

か
し
い
面
会
が
で
き
た
。
岩
宮
中
佐
は
、
私
が
歩
兵
第
六
十
三

連
隊
付
き
の
軍
医
中
尉
で
、
松
江
陸
軍
病
院
勤
務
中
の
当
時
の

岩
宮
薬
剤
大
尉
と
よ
く
散
歩
を
し
た
間
柄
で
あ
っ
た
。
中
佐
に

「
ど
こ
へ
行
き
ま
す
か
」
と
小
声
で
尋
ね
た
ら
鉛
筆
で
「
フ
ィ

リ
ピ
ン
」
と
書
か
れ
、
す
ぐ
に
消
さ
れ
た
。

岩
宮
中
佐
は
、
我
々
兵
站
病
院
の
衛
生
材
料
は
す
べ
て
準
備

し
、
台
湾
軍
の
衛
生
材
料
の
元
締
責
任
者
で
あ
っ
た
。
私
は
待

機
中
、
部
隊
の
教
育
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
、
帰
路
、

書
店
よ
り
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
関
す
る
書
籍
を
数
冊
買
い
求
め
た
。



台
湾
待
機
中
、
当
時
の
満
州
虎
林
陸
軍
病
院
長
・
羽
田
野
中
佐

か
ら
、
ち
ょ
う
ど
私
の
医
学
博
士
の
学
位
論
文
通
過
を
新
聞
で

見
た
、
と
お
祝
い
の
便
り
を
い
た
だ
い
た
。
羽
田
野
中
佐
は
私

が
松
江
の
歩
兵
第
六
十
三
連
隊
に
短
期
軍
医
勤
務
中
の
高
級
医

官
で
あ
り
、
支
那
事
変
の
時
に
は
私
た
ち
の
野
戦
病
院
長
で
も

あ
り
、
随
分
お
世
話
に
な
っ
た
方
で
も
あ
っ
た
。
私
た
ち
軍
医

は
、
台
北
帝
国
大
学
医
学
部
教
授
方
の
南
方
の
衛
生
状
況
の
講

義
を
聞
い
て
勉
強
し
て
い
た
。

我
々
の
部
隊
は
昭
和
十
六
年
十
二
月
二
日
に
は
基
隆
港
か
ら

乗
船
し
て
い
た
が
、
別
の
船
に
我
々
の
部
隊
を
指
揮
す
る
兵
站

衛
生
隊
本
部
が
あ
っ
た
の
で
、
私
は
連
絡
に
行
か
さ
れ
た
。
そ

の
部
隊
長
の
副
官
が
望
月
軍
医
大
尉
で
あ
っ
た
の
で
、
奇
遇
に

大
変
驚
い
た
。
彼
は
大
学
一
年
後
輩
で
、
同
じ
下
宿
で
過
ご
し

た
こ
と
も
あ
る
仲
で
あ
る
。
彼
は
部
隊
長
と
同
室
で
、
ル
ソ
ン

島
の
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
の
上
陸
地
点
を
書
い
た
機
密
の
ガ
リ
バ
ン

刷
り
を
見
せ
て
く
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
部
隊
長
が
帰
っ
て
来

て
、
私
た
ち
二
人
は
ひ
ど
く
叱
ら
れ
た
。

十
二
月
五
日
、
台
湾
軍
司
令
部
に
西
本
中
尉
が
命
令
受
領
に

行
っ
た
と
き
、
比
島
の
通
貨
「
ペ
ソ
」
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地
図

を
も
ら
っ
て
帰
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
行
き
を
知
っ
た
云
々
。
十
二

月
八
日
、
船
上
で
開
戦
を
知
り
、
我
々
病
院
部
隊
は
十
二
月
十

七
日
基
隆
港
を
出
港
、
台
湾
沖
で
船
団
編
制
、
護
衛
さ
れ
て
南

進
し
た
。

ル
ソ
ン
島
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
に
着
い
た
と
き
、
波
高
く
海
は
荒

れ
て
い
た
。
同
船
し
て
い
た
京
都
の
歩
兵
部
隊
の
将
校
は
早
朝

四
時
ご
ろ
食
事
を
共
に
し
た
が
、
こ
の
方
た
ち
は
、
敵
前
上
陸

時
、
正
午
ご
ろ
ま
で
に
多
数
の
戦
死
者
を
出
し
た
由
。
私
た
ち

兵
站
病
院
は
二
隻
に
分
乗
し
た
が
、
第
二
班
部
石
原
部
隊
の
隣

船
「
巴
洋
丸
」
は
十
二
月
二
十
二
日
七
時
半
、
敵
の
魚
雷
に
や

ら
れ
、
第
四
十
八
師
団
第
四
野
戦
病
院
の
第
二
班
部
の
人
員
は

助
か
っ
た
が
、
衛
生
材
料
は
全
部
沈
ん
だ
。
そ
の
た
め
に
、
私

た
ち
病
院
は
数
班
に
分
か
れ
野
戦
病
院
の
役
割
を
し
た
。
私
た

ち
は
ダ
モ
ル
テ
ス
に
十
二
月
二
十
六
日
に
上
陸
し
、
同
日
ロ
ザ

リ
オ
に
第
一
班
部
主
力
で
病
院
を
開
設
し
た
。

次
に
私
た
ち
第
一
班
部
主
力
は
カ
バ
ナ
ツ
ア
ン
市
民
病
院
を

接
収
し
て
病
院
開
設
、
第
二
班
部
は
タ
ル
ラ
ッ
ク
に
開
設
中
で

あ
っ
た
が
、
一
部
を
南
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
に
開
設
し
、
バ
タ

ア
ン
半
島
攻
略
戦
の
傷
病
者
の
収
容
に
当
た
っ
た
。
私
た
ち
の



病
院
は
人
員
が
多
く
て
、
小
回
り
が
き
か
ぬ
の
で
半
分
に
分
け

た
り
、
四
分
に
し
た
り
動
き
や
す
い
編
成
を
し
た
。

昭
和
十
七
年
二
月
五
日
、
第
百
兵
站
病
院
は
軍
令
に
よ
り
タ

ル
ラ
ッ
ク
に
集
結
待
機
、
更
に
二
月
七
日
南
方
派
遣
軍
命
令
に

よ
り
「『
ダ
モ
ル
テ
ス
』
に
至
り
乗
船
す
べ
し
」
の
命
令
を
受

け
、
部
隊
は
ダ
モ
ル
テ
ス
に
推
進
、
第
十
六
軍
司
令
官
（
今
村

中
将
）
の
隷
下
に
属
し
、
第
四
十
八
師
団
土
橋
兵
団
の
指
揮
下

に
入
り
、
ジ
ャ
ワ
侵
攻
作
戦
に
参
加
し
た
。

各
地
に
点
在
し
て
い
た
第
百
兵
站
部
隊
は
大
急
ぎ
で
ダ
モ
ル

テ
ス
に
集
ま
り
、

乗
船
前
夜
は
浜
辺
の
椰
子
の
木
陰
で
仮
眠
し
、

早
朝
、
空
っ
ぽ
の
「
あ
ら
び
あ
丸
」（
一
万
ト
ン
豪
華
船
）
に

乗
船
し
た
。
我
々
が
乗
り
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
他
の
船
は
既
に

出
港
し
て
い
た
。
私
た
ち
の
船
団
は
四
十
八
隻
（
二
一
万
ト
ン
）

の
大
船
団
を
編
制
し
、
ジ
ャ
ワ
行
き
の
中
途
ホ
ロ
島
付
近
に
集

結
し
て
い
た
。
ボ
ル
ネ
オ
と
セ
レ
ベ
ス
間
の
海
峡
は
夜
間
照
明

弾
が
明
る
く
ぶ
ら
さ
が
っ
て
い
た
。

ボ
ル
ネ
オ
の
バ
リ
ク
パ
パ
ン
を
過
ぎ
た
こ
ろ
、
南
下
し
て
い

る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
た
の
に
、
船
団
は
北
上
し
て
い
た
。
こ

れ
は
ジ
ャ
ワ
沖
海
戦
の
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
大
船
団

は
幼
稚
園
の
子
供
が
手
を
つ
な
い
で
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と
言

わ
れ
た
。

二
月
二
十
七
日
、
ジ
ャ
ワ
沖
海
戦
は
夜
四
回
あ
っ
た
由
で
あ

る
。
翌
々
日
我
々
の
船
か
ら
見
て
い
る
と
、
英
国
の
水
兵
た
ち

が
ボ
ー
ト
で
漂
流
し
助
け
を
求
め
て
い
る
の
を
見
か
け
た
。
後

で
、
日
本
海
軍
が
大
勢
救
助
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
我
々
が

ジ
ャ
ワ
島
ク
ラ
ガ
ン
海
岸
に
上
陸
す
る
前
夜
、
敵
機
は
執
拗
に

我
々
の
船
を
撃
ち
ま
く
っ
て
い
た
。

昭
和
十
七
年
三
月
三
日
、
ジ
ャ
ワ
島
ク
ラ
ガ
ン
に
上
陸
開
始

し
た
。
ク
ラ
ガ
ン
で
は
予
め
私
を
長
と
す
る
四
分
の
一
部
隊
で

病
院
開
設
が
決
め
て
あ
っ
た
の
で
、
上
陸
と
同
時
に
倉
庫
な
ど

の
建
物
を
利
用
し
て
ク
ラ
ガ
ン
患
者
収
容
所
を
開
設
し
た
。
何

分
に
も
暑
い
の
で
患
者
は
裸
で
外
出
し
た
り
す
る
有
様
で
あ
る
。

そ
こ
へ
、
ひ
ょ
っ
こ
り
土
橋
兵
団
の
参
謀
が
や
っ
て
き
て
、
患

者
の
裸
姿
を
見
て
、
ち
ょ
う
ど
そ
こ
に
居
合
わ
せ
た
恰
幅
の
よ

い
美
髭
の
持
主
長
谷
川
軍
医
が
院
長
と
間
違
え
ら
れ
、
私
の
代

わ
り
に
叱
ら
れ
た
由
で
あ
る
。

兵
站
の
主
力
は
既
に
ス
ラ
バ
ヤ
に
入
り
、
真
新
し
い
ス
ラ
バ

ヤ
医
大
の
付
属
病
院
を
接
収
し
て
病
院
を
開
設
し
て
い
た
。



ク
ラ
ガ
ン
で
は
し
ば
ら
く
患
者
を
収
容
し
て
い
た
が
、
こ
こ

で
は
救
助
さ
れ
た
英
水
兵
（
約
百
名
余
）
や
、
ボ
ル
ネ
オ
の
タ

ラ
カ
ン
司
令
官
な
ど
を
収
容
し
て
、
食
事
の
世
話
も
し
て
い
た

よ
う
で
あ
る
が
、
あ
る
と
き
、
お
粥
に
タ
ク
ア
ン
を
運
ぶ
の
を

見
て
驚
い
た
。
や
が
て
ク
ラ
ガ
ン
を
引
き
揚
げ
て
ス
ラ
バ
ヤ
行

き
の
命
令
が
出
た
の
で
福
島
隊
は
全
員
無
事
ス
ラ
バ
ヤ
の
本
隊

に
合
流
し
た
。

ス
ラ
バ
ヤ
に
到
着
す
る
と
、
岡
崎
部
隊
長
ら
主
力
は
バ
タ
ビ

ヤ
に
行
く
こ
と
に
な
っ
た
。
十
日
間
の
余
裕
が
あ
る
か
ら
病
院

業
務
は
し
な
い
で
移
動
準
備
を
す
る
よ
う
に
と
言
わ
れ
た
。

陸
路
鉄
道
は
破
壊
さ
れ
て
い
る
の
で
、
海
路
バ
タ
ビ
ヤ
に
行

く
こ
と
に
な
っ
た
。
岡
崎
部
隊
長
は
出
発
直
前
発
病
さ
れ
、
第

二
班
部
石
原
隊
（
ス
ラ
バ
ヤ
病
院
）
に
入
院
さ
れ
た
。

主
力
第
一
班
部
は
福
島
が
引
率
す
る
こ
と
に
な
り
、
ス
ラ
バ

ヤ
港
か
ら
海
軍
に
護
衛
さ
れ
て
バ
タ
ビ
ヤ
に
向
か
い
、
ス
ラ
バ

ヤ
で
は
土
橋
兵
団
の
参
謀
な
ど
大
勢
見
送
っ
て
く
れ
た
。

昭
和
十
七
年
四
月
七
日
、
バ
タ
ビ
ヤ
の
港
タ
ン
ジ
ョ
ン
ブ
リ

オ
ー
ク
に
上
陸
し
た
。
そ
し
て
直
ち
に
旧
オ
ラ
ン
ダ
の
陸
軍
病

院
を
使
用
し
て
第
百
兵
站
病
院
を
開
設
し
た
。
そ
の
と
き
、
軍

医
部
の
部
員
か
ら
キ
ニ
ー
ネ
の
倉
庫
の
鍵
と
病
院
図
書
室
の
鍵

を
受
け
取
っ
た
。

福
島
が
先
任
で
あ
っ
た
の
で
し
ば
ら
く
院
長
代
理
を
勤
め
る

こ
と
に
な
っ
た
。
軍
司
令
部
の
膝
元
で
、
毎
日
参
謀
や
司
政
長

官
な
ど
見
舞
い
や
視
察
に
来
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
案
内
、
応
接

に
忙
し
く
休
む
暇
も
な
い
く
ら
い
。

（
こ
の
第
百
兵
站
病
院
の
使
用
し
た
旧
オ
ラ
ン
ダ
陸
軍
病
院
は
、

現
在
改
築
さ
れ
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
陸
軍
病
院
と
し
て
使
わ
れ
、

一
般
民
間
人
患
者
も
収
容
さ
れ
て
い
る
）

ジ
ャ
カ
ル
タ
第
百
兵
站
病
院
を
開
設
す
る
と
同
時
に
、
郊
外

タ
ナ
バ
ン
に
あ
る
旧
聖
母
病
院
（
Ｋ
Ｐ
Ｍ
病
院
）
を
接
収
し
、

分
院
を
開
設
、
山
田
軍
医
に
分
院
長
を
お
願
い
し
た
。

（
こ
の
分
院
は
現
在
プ
ル
ニ
プ
タ
ン
ブ
ラ
ン
病
院
と
し
て
健
在
）

昭
和
十
七
年
四
月
二
十
八
日
、

日
赤
救
護
班
九
十
六
名
が
ジ
ャ

カ
ル
タ
第
百
兵
站
病
院
に
到
着
し
た
。
四
月
二
十
九
日
（
天
長

節
）
に
は
一
同
を
集
め
、
東
方
を
■
拝
し
訓
示
を
し
た
の
を
思

い
出
す
。
五
月
に
な
り
岡
崎
部
長
も
元
気
に
な
ら
れ
、
飛
行
機

で
バ
タ
ビ
ヤ
第
百
兵
站
病
院
に
追
及
し
て
来
ら
れ
た
。

私
は
や
っ

と
院
長
代
理
を
解
放
さ
れ
た
が
、
岡
崎
院
長
は
し
ば
ら
く
静
養



さ
れ
た
。

六
月
に
な
り
、
山
田
軍
医
と
交
代
し
て
Ｋ
Ｐ
Ｍ
分
院
は
既
設
の

病
院
で
環
境
が
良
く
敷
地
も
四
万
坪
余
、
こ
こ
で
は
将
校
、

司
政
官
以
上
の
内
科
患
者
、
特
に
将
官
ク
ラ
ス
の
方
を
収
容
し

た
。
一
方
、
離
れ
の
病
棟
に
結
核
患
者
を
預
か
っ
て
い
た
。
日

赤
、
陸
軍
看
護
婦
も
多
く
看
護
は
行
き
届
い
て
い
た
。

こ
の
病
院
の
裏
庭
に
は
種
々
の
果
樹
が
あ
り
、
ド
リ
ア
ン
の

大
木
も
数
本
あ
り
、
大
き
な
実
を
ぶ
ら
さ
げ
て
お
り
、
ト
ビ
ト

カ
ゲ
、
リ
ス
、
カ
メ
レ
オ
ン
な
ど
も
よ
く
見
か
け
た
。
こ
の
病

院
に
勤
務
中
、
い
ろ
い
ろ
の
方
に
接
し
思
い
出
の
多
い
病
院
で

あ
っ
た
。

昭
和
十
七
年
八
月
二
十
日
、
や
っ
と
軍
医
大
尉
に
進
級
の
手

続
が
な
い
の
で
日
本
一
古
い
中
尉
と
威
張
っ
て
い
た
が
、
ジ
ャ

ワ
で
や
っ
と
申
請
し
た
由
。

召
集
兵
は
な
か
な
か
進
級
し
な
い
。

昭
和
十
七
年
八
月
二
十
六
日
部
隊
の
編
成
替
え
が
あ
り
、

我
々

の
第
百
兵
站
病
院
が
主
力
と
な
っ
て
南
方
第
五
陸
軍
病
院
（
治

第
一
〇
八
〇
一
部
隊
）
と
な
っ
た
。
Ｋ
Ｐ
Ｍ
分
院
は
Ｋ
Ｐ
Ｍ
分

室
と
改
名
さ
れ
た
。

岡
崎
部
隊
長
は
八
月
一
日
付
け
軍
医
中
佐
に
進
級
し
、
マ
ゲ

ラ
ン
南
方
第
六
陸
軍
病
院
長
に
転
出
さ
れ
、
南
方
第
五
陸
軍
病

院
長
に
場
生
松
大
佐
が
来
ら
れ
た
。

母
の
こ
と

昭
和
十
八
年
二
月
十
日
、
内
地
郷
里
か
ら
航
空
便
が
届
い
て

い
た
。
夜
ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
読
む
こ
と
に
し
て
い
た
。
夜
楽

し
い
は
ず
の
便
り
に
よ
り
母
の
死
を
知
り
、

弔
い
も
無
事
終
わ
っ

た
と
記
し
て
あ
る
。
人
生
一
度
は
経
験
せ
ね
ば
な
ら
な
い
大
き

な
悲
し
み
を
味
わ
っ
た
。

母
を
亡
く
し
た
シ
ョ
ッ
ク
は
大
き
く
、

診
察
し
な
が
ら
も
、
不
覚
に
涙
ぐ
ん
だ
り
し
て
困
っ
た
。
何
一

つ
孝
養
ら
し
い
こ
と
も
し
な
い
で
き
た
私
に
は
残
念
至
極
で
あ
っ

た
。母
は
私
が
台
湾
待
機
中
に
医
博
の
学
位
を
も
ら
っ
た
こ
と
、

大
尉
に
進
級
し
た
時
な
ど
喜
ん
で
く
れ
た
由
、
ま
た
母
は
弟
の

結
婚
で
安
心
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
弟
が
終
戦
直
前
ビ
ル

マ
で
戦
死
し
た
悲
し
み
を
知
ら
な
い
で
亡
く
な
っ
た
。
母
は
昭

和
十
八
年
一
月
十
二
日
夕
、
脳
出
血
で
急
逝
し
た
。
行
年
五
十

七
歳
の
若
死
に
で
あ
っ
た
。

現
地
兵
補
の
身
体
検
査

昭
和
十
八
年
九
月
か
ら
十
二
月
こ
ろ
ま
で
原
住
民
の
軍
隊
兵



補
採
用
身
体
検
査
が
あ
り
、
ま
た
大
団
長
の
検
査
も
し
た
。
日

本
の
徴
兵
検
査
と
同
じ
よ
う
に
。
私
は
ジ
ャ
ワ
島
中
部
、
東
部

に
検
査
に
出
掛
け
た
。

昭
和
十
九
年
五
月
こ
ろ
か
ら
防
衛
配
備
に
つ
い
た
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
身
体
検
査
の
最
中
に
私
は
不
覚
に
も
発
病
し
、
一
番

近
く
の
バ
ン
ド
ン
の
分
院
に
入
院
し
た
。
こ
こ
で
大
石
婦
長
組

に
大
変
お
世
話
に
な
り
、
バ
ン
ド
ン
の
金
村
高
級
副
官
も
見
に

こ
ら
れ
た
。

そ
の
後
、
昭
和
十
九
年
七
月
、
長
い
間
住
み
慣
れ
た
ジ
ャ
カ

ル
タ
Ｋ
Ｐ
Ｍ
室
か
ら
バ
ン
ド
ン
分
院
に
転
じ
診
療
科
長
と
な
る
。

（
バ
ン
ド
ン
分
員
は
戦
後
ハ
ッ
サ
ン
サ
ジ
キ
ン
病
院
と
し
て
健

在
）昭
和
二
十
年
終
戦
前
、
敵
の
上
陸
に
備
え
て
患
者
収
容
隊
が

編
成
さ
れ
た
。
バ
ン
ド
ン
分
院
や
プ
ン
チ
ャ
ッ
ク
療
養
所
関
係

の
衛
生
部
員
で
編
成
、
そ
の
長
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
終
戦
直
前
プ

ン
チ
ャ
ッ
ク
に
も
教
育
に
行
き
鵜
飼
軍
医
の
所
で
過
ご
し
、
八

月
十
四
日
夕
、
バ
ン
ド
ン
に
帰
っ
た
。
こ
の
日
久
し
ぶ
り
に
川

山
さ
ん
と
赤
碕
出
身
の
主
計
中
尉
、
三
人
で
夕
食
を
共
に
し
、

そ
の
帰
途
、
近
所
の
ド
イ
ッ
人
の
家
に
立
ち
寄
り
帰
ろ
う
と
し

た
と
き
、「
ド
ク
タ
ー
、
日
本
は
戦
争
に
負
け
た
」
と
話
さ
れ

た
。
だ
が
、
ま
だ
ま
だ
戦
争
は
続
く
よ
と
言
っ
て
帰
っ
た
。

終

戦

翌
十
五
日
早
朝
連
絡
あ
り
、
い
か
な
る
事
態
が
起
こ
っ
て
も

驚
く
な
と
。
さ
て
は
昨
夜
の
話
は
事
実
だ
っ
た
か
と
思
い
、
敵

方
は
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
を
聞
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

大
急
ぎ
で
陛
下
の
放
送
を
聞
く
べ
く
準
備
し
、
元
気
な
患
者

は
院
庭
に
集
合
さ
せ
た
。
念
の
た
め
に
軍
通
信
部
隊
に
も
将
校

が
行
っ
た
が
、
ど
ち
ら
も
玉
音
放
送
は
聞
け
な
か
っ
た
。
敗
戦

に
よ
り
敵
が
来
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
バ
ン
ド
ン
で
も
各
所
で

自
決
す
る
者
が
続
出
し
た
。
火
薬
庫
が
爆
発
し
、
軍
隊
内
で
も

か
な
り
動
揺
あ
り
、
私
た
ち
の
バ
ン
ド
ン
分
院
で
も
看
護
婦
の

一
人
が
入
院
患
者
と
心
中
し
た
。

お
弔
い
を
し
た
が
哀
れ
で
あ
っ

た
。
い
つ
も
寄
っ
て
い
た
ド
イ
ツ
人
は
、『
ド
ク
タ
ー
が
悪
い

の
で
は
な
い
か
ら
「
腹
き
り
」
は
す
る
な
』
と
本
気
で
忠
告
し

て
く
れ
た
。

バ
ン
ド
ン
分
院
二
分
し
疎
開

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
二
日
、
バ
ン
ド
ン
分
院
は
二
分
し
、

石
原
隊
、
福
島
隊
と
し
て
疎
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
石
原
隊



は
か
ね
て
か
ら
診
療
所
と
し
て
い
た
チ
ス
ル
パ
ン
に
行
き
、
福

島
隊
は
タ
ン
ジ
ョ
ン
サ
リ
の
茶
畑
に
あ
る
自
動
車
隊
の
部
品
倉

庫
数
棟
を
改
装
し
て
診
療
所
、
宿
舎
を
作
っ
た
。
我
々
の
任
務

は
主
と
し
て
バ
ン
ド
ン
付
近
の
航
空
隊
関
係
、
航
空
修
理
廠
な

ど
の
疎
開
先
患
者
の
収
容
に
当
た
っ
た
。

私
た
ち
の
隊
は
軍
医
以
下
、
下
士
官
、
兵
四
十
八
名
、
陸
軍

看
護
婦
二
十
名
、
一
般
商
社
の
臨
時
看
護
婦
二
十
名
の
小
ぢ
ん

ま
り
の
療
養
所
で
あ
っ
た
。
午
前
は
診
療
、
午
後
は
開
墾
し
野

菜
を
作
り
、
電
気
は
自
家
発
電
、
消
灯
は
夜
九
時
、
英
軍
か
ら

食
料
制
限
が
あ
っ
た
と
か
で
、
御
飯
は
一
食
茶
碗
一
杯
と
な
る
。

そ
れ
で
は
腹
が
満
足
せ
ぬ
の
で
、
食
前
に
豊
富
な
砂
糖
、
果
実

で
ミ
ツ
マ
メ
作
り
、
腹
ご
し
ら
え
を
し
て
か
ら
御
飯
一
杯
を
食

べ
れ
ば
満
腹
と
な
り
、
こ
の
茶
畑
に
は
茶
工
場
が
あ
り
、
野
球

場
も
あ
っ
た
。

十
月
十
日
前
後
に
は
各
地
で
原
住
民
の
暴
動
が
あ
り
、
石
原

隊
の
方
で
は
上
野
主
計
以
下
四
名
の
犠
牲
者
を
出
し
た
。
私
た

ち
の
茶
畑
の
丘
の
裾
に
は
原
住
民
三
千
余
人
が
と
り
巻
い
て
い

る
と
の
情
報
あ
り
、
危
険
を
感
じ
た
の
で
す
ぐ
軍
用
電
話
で
バ

ン
ド
ン
司
令
部
の
金
村
高
級
副
官
に
連
絡
し
、
警
備
を
お
願
い

し
た
。
有
り
難
い
こ
と
に
、
翌
日
一
個
小
隊
余
り
が
重
・
軽
機

関
銃
を
沢
山
も
っ
て
、
私
た
ち
病
院
地
区
の
要
所
、
要
所
の
防

備
を
か
た
め
て
く
れ
た
。

看
護
婦
を
無
事
移
動
さ
す

そ
の
後
何
事
も
な
く
経
過
し
、
看
護
婦
、
一
般
女
子
た
ち
は
、

一
足
早
く
安
全
な
バ
ン
ド
ン
に
引
き
揚
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
に
乗
り
込
ん
だ
看
護
婦
た
ち
に
、
別
れ
る
と
き
一
言

「
青
酸
カ
リ
は
も
う
不
要
に
な
っ
た
か
ら
捨
て
る
よ
」
と
言
っ

て
、
土
の
中
に
埋
め
て
捨
て
た
。
以
前
バ
ン
ド
ン
か
ら
疎
開
す

る
と
き
、
橋
本
薬
剤
大
尉
か
ら
だ
れ
に
も
知
ら
れ
な
い
よ
う
に

と
青
酸
カ
リ
を
も
ら
い
、
部
隊
用
に
、
自
殺
用
に
と
私
の
ボ
ス

ト
ン
バ
ッ
ク
に
入
れ
、
い
つ
も
私
と
行
動
を
共
に
し
、
夜
は
私

の
枕
と
な
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
福
島
隊
は
男
子
衛
生
部
員
と
バ
ン
ド
ン
一
般
邦
人

病
院
を
合
わ
せ
て
バ
ン
ド
ン
分
院
開
設
の
命
を
う
け
た
。
こ
の

バ
ン
ド
ン
分
院
は
バ
ン
ド
ン
地
区
作
業
隊
の
傷
病
者
を
収
容
し
、

最
後
ま
で
残
留
す
る
も
の
と
覚
悟
し
て
い
た
。
各
部
隊
は
次
々

移
動
し
て
お
り
石
原
隊
も
移
動
中
で
あ
っ
た
が
、
一
部
途
中
で

ス
ト
ッ
プ
を
命
ぜ
ら
れ
、
我
々
は
石
原
隊
と
ふ
た
た
び
合
流
し



た
。
次
に
チ
マ
ヒ
に
移
動
し
て
病
院
を
開
設
。
こ
こ
で
は
海
軍

も
隣
に
病
院
を
開
設
し
た
。

我
々
は
チ
マ
ヒ
か
ら
ま
た
バ
ン
ド
ン
に
移
動
さ
せ
ら
れ
、
石

原
大
尉
を
長
と
し
て
病
院
を
開
設
し
た
。
後
で
判
明
し
た
こ
と

で
あ
る
が
、
チ
マ
ヒ
に
い
た
こ
ろ
に
は
、
石
原
、
福
島
は
共
に

既
に
軍
医
少
佐
に
な
っ
て
い
た
。

軍
医
部
の
部
員
が
少
佐
に
な
っ

て
い
る
か
ら
階
級
章
を
や
る
と
言
っ
て
く
れ
た
が
、
つ
い
に
使

用
し
な
か
っ
た
。

私
た
ち
の
宿
舎
に
ミ
ナ
ミ
さ
ん
と
い
う
男
爵
が
い
て
、
毎
日

英
軍
司
令
官
の
宿
舎
に
使
役
兵
を
つ
れ
て
御
用
聞
き
に
出
掛
け

て
い
た
。
司
令
官
キ
ー
ソ
ン
少
将
の
私
生
活
を
話
し
て
く
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
に
バ
ン
ド
ン
分
院
は
ま
た
編
成
替
え
す
る
こ

と
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

石
原
君
は
急
に
「
お
前
先
に
帰
れ
、
外
科
の
僕
が
残
る
か
ら
」

と
。
四
月
十
九
日
急
に
バ
ン
ド
ン
空
港
か
ら
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
、

英
軍
輸
送
機
で
衛
生
兵
、
看
護
婦
、
患
者
を
送
っ
て
も
ら
っ
た
。

空
の
旅
は
三
十
分
余
り
で
あ
る
が
、
英
兵
は
貧
し
い
か
ら
、
気

流
も
良
い
し
、
エ
ン
ジ
ン
の
調
子
も
よ
い
の
に
、
機
を
上
に
、

下
に
と
動
揺
さ
せ
、
慣
れ
な
い
衛
生
兵
を
嘔
吐
さ
せ
て
、
時
計

な
ど
取
り
上
げ
た
。

バ
ン
ド
ン
か
ら
空
輸
さ
れ
た
私
た
ち
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
郊
外
の

カ
ン
ポ
ン
マ
カ
ッ
サ
ル
の
南
方
第
五
陸
軍
病
院
本
院
に
勤
務
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
病
院
と
言
っ
て
も
日
本
軍
が
捕
虜
収
容
所

に
し
て
い
た
建
物
、
竹
の
柱
に
萱
の
屋
根
で
あ
る
。
椰
子
畑
に

あ
っ
た
の
で
、
リ
ス
が
噛
っ
て
実
を
落
と
す
の
で
危
険
で
あ
っ

た
。
こ
こ
で
は
、
は
じ
め
京
大
耳
鼻
科
教
授
の
後
藤
先
生
と
一

緒
に
寝
て
、
先
生
が
帰
ら
れ
た
後
は
九
州
帝
大
の
森
優
教
授
と

し
ば
ら
く
一
緒
に
過
ご
し
た
。

病
院
内
の
一
郭
に
は
内
地
に
帰
る
一
般
軍
属
、
朝
鮮
、
台
湾

の
人
た
ち
が
お
り
、

う
ちの
病
院
の
食
事
の
世
話
を
し
て
い
た
。

こ
こ
で
は
朝
鮮
人
は
戦
勝
国
だ
と
威
張
っ
て
お
り
、
台
湾
の
人

た
ち
は
ご
迷
惑
を
か
け
て
済
み
ま
せ
ん
と
言
っ
て
礼
儀
正
し
か
っ

た
。
病
院
船
が
入
港
す
る
度
に
、
患
者
、
軍
属
、
一
般
人
の
方

た
ち
が
続
々
内
地
に
帰
っ
て
行
っ
た
。

ガ
ロ
ー
事
件
（
昭
和
二
十
年
十
月
）

終
戦
後
二
カ
月
経
っ
た
こ
ろ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
独
立
運
動

が
盛
り
上
が
り
、
各
地
で
暴
動
が
頻
発
し
た
。

私
た
ち
は
南
方
第
五
陸
軍
病
院
バ
ン
ド
ン
分
院
に
勤
務
し
て



い
た
が
、
終
戦
後
は
二
分
し
、
半
分
（
石
原
隊
）
は
南
五
病
院

チ
ス
ル
パ
ン
療
養
所
に
疎
開
し
、
他
の
半
分
（
福
島
隊
）
は
陸

上
勤
務
中
隊
（
武
知
氏
や
西
本
慎
一
先
生
方
）
の
疎
開
先
チ
ケ

ル
の
隣
タ
ン
ジ
ョ
ン
サ
リ
の
茶
畑
に
疎
開
し
た
。
そ
し
て
自
動

車
隊
の
部
品
倉
庫
数
棟
を
療
養
所
に
改
装
し
た
。
私
た
ち
は
航

空
隊
、
航
空
修
理
廠
、
な
ど
の
疎
開
部
隊
患
者
の
収
容
に
当
た
っ

た
。十
月
十
日
前
後
は
一
番
危
険
な
時
期
で
、
私
た
ち
南
五
病
院

も
ガ
ロ
ー
事
件
と
し
て
犠
牲
者
を
だ
し
た
。
こ
の
と
き
陸
上
勤

務
中
隊
の
ガ
ロ
ー
派
遣
隊
三
十
六
名
全
員
が
悲
惨
な
犠
牲
に
な

ら
れ
た
。
ガ
ロ
ー
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
た
武
知
氏
の
部
隊
は
こ
の

事
件
を
知
ら
な
い
で
ガ
ロ
ー
に
行
き
、
街
外
れ
の
南
五
病
院
ガ

ロ
ー
分
院
に
行
か
れ
た
と
き
、
播
磨
分
院
長
い
わ
く
、「
よ
く

来
て
く
れ
た
。
君
た
ち
の
派
遣
隊
は
全
滅
し
た
。
今
う
ち
の
軍

医
と
衛
生
兵
が
遺
体
を
収
容
し
て
い
る
、

す
ぐ
応
援
し
て
く
れ
」

と
。
突
然
の
悲
報
を
は
じ
め
て
聞
か
さ
れ
て
茫
然
と
し
た
、
と

記
し
て
お
ら
れ
る
。

ガ
ロ
ー
派
遣
隊
の
遺
体
収
容
に
当
た
っ
て
い
た
の
は
佐
谷
中

尉
以
下
数
名
で
あ
っ
た
。
実
は
チ
ス
ル
パ
ン
の
石
原
隊
か
ら
ガ

ロ
ー
分
院
に
連
絡
に
行
っ
た
上
野
主
計
中
尉
以
下
四
名
が
帰
ら

な
い
の
で
、
捜
索
に
行
っ
た
が
見
つ
か
ら
ず
、
代
わ
り
に
勤
務

中
隊
ガ
ロ
ー
派
遣
隊
の
遺
体
を
見
つ
け
、
そ
の
収
容
に
当
た
っ

て
い
る
真
っ
最
中
で
あ
っ
た
。
上
野
中
尉
の
遺
体
発
見
は
そ
の

数
日
後
で
あ
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
、
私
た
ち
の
タ
ン
ジ
ョ
ン
サ
リ
の
茶
畑
の
療
養
所

に
は
毎
晩
の
よ
う
に
泥
棒
が
入
っ
て
い
た
が
、
私
た
ち
の
丘
の

下
に
は
約
三
千
人
が
取
り
囲
ん
で
い
る
と
の
情
報
が
入
り
、
私

は
す
ぐ
軍
用
電
話
で
、
バ
ン
ド
ン
司
令
部
の
高
級
副
官
金
村
中

佐
に
救
援
を
求
め
た
。

そ
の
翌
日
、
小
隊
長
が
指
揮
し
、
重
・
軽
機
関
銃
を
も
っ
て

我
々
療
養
所
の
周
囲
を
か
た
め
、
警
備
し
て
も
ら
っ
た
。
お
陰

で
、
事
な
き
を
得
た
。
陸
軍
看
護
婦
、
一
般
商
社
の
臨
時
看
護

婦
を
か
か
え
て
い
る
我
々
の
療
養
所
は
一
名
の
犠
牲
も
な
く
、

バ
ン
ド
ン
ヘ
移
動
し
た
。

私
に
も
次
の
よ
う
な
体
験
が
あ
る
が
、
軍
隊
は
特
に
戦
地
に

お
け
る
軍
隊
は
運
隊
で
あ
る
の
で
、

運
の
強
い
者
と
運
の
弱
か
っ

た
、
悪
か
っ
た
者
と
が
生
死
を
分
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
戦
地
で
の
生
死
は
紙
一
重
で
、
運
不
運
は
自
分
の
力
で
は



ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

運
の
つ
よ
い
戦
友

私
た
ち
の
第
百
兵
站
病
院
（
後
で
南
方
第
五
陸
軍
病
院
と
改

名
）
の
戦
友
軍
医
た
ち
は
毎
年
秋
に
は
集
ま
り
、
元
気
な
顔
を

見
て
旧
交
を
集
め
て
い
る
。

平
成
三
年
十
月
に
も
岡
山
で
集
ま
っ

た
。Ｔ
君
は
大
阪
で
開
業
し
て
い
る
仲
間
の
軍
医
で
あ
る
が
、
い

つ
も
元
気
で
毎
会
出
席
し
て
い
る
。
私
は
彼
に
会
う
度
に
君
は

運
の
い
い
男
だ
な
あ
と
言
い
、
彼
も
そ
う
思
っ
て
い
る
。

大
東
亜
戦
争
出
征
以
来
一
緒
に
過
ご
し
た
が
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、

ル
ソ
ン
島
上
陸
の
際
、
隣
の
輸
送
船
「
巴
洋
丸
」
が
目
の
前
で

敵
魚
雷
に
や
ら
れ
沈
没
し
た
。
こ
の
船
に
は
四
十
八
師
団
の
第

四
野
戦
病
院
が
乗
っ
て
い
た
。
人
員
は
助
け
ら
れ
た
が
衛
生
材

料
は
沈
ん
で
な
く
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
前
に
記
述
し
た
と
お

り
で
あ
る
が
、
我
々
は
数
班
に
分
か
れ
野
戦
病
院
の
代
わ
り
に
、

各
地
で
忙
し
く
働
い
た
。

間
も
な
く
急
に
、
ジ
ャ
ワ
作
戦
参
加
の
命
令
が
出
た
。
大
急

ぎ
で
リ
ン
ガ
エ
ン
湾
、
ダ
モ
ル
テ
ス
で
、「
あ
ら
び
あ
丸
」（
一

万
ト
ン
）
に
乗
船
、
大
き
な
船
団
（
四
八
隻
二
一
万
ト
ン
）
大

輸
送
船
団
で
日
本
海
軍
の
護
衛
で
南
下
し
た
。
ジ
ャ
ワ
島
上
陸

の
前
夜
、
私
た
ち
の
船
に
い
た
精
神
病
者
が
海
に
飛
び
込
ん
だ
。

「
あ
ら
び
あ
丸
」
は
す
ぐ
船
列
を
離
れ
一
回
転
し
た
。
代
わ
り

に
後
続
の
「
徳
島
丸
」
に
直
撃
爆
弾
を
落
と
し
、「
徳
島
丸
」

は
沈
ん
だ
。
我
々
は
精
神
病
者
の
お
陰
で
命
拾
い
し
た
。
船
団

の
他
の
船
は
皆
我
々
が
沈
め
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
た
。
そ
の
精

神
病
者
は
後
で
日
本
海
軍
に
救
助
さ
れ
た
と
知
ら
さ
れ
た
。

こ
の
Ｔ
軍
医
は
支
那
事
変
の
応
召
が
長
か
っ
た
の
で
早
く
帰

る
よ
う
命
令
が
出
た
。
う
ち
の
部
隊
か
ら
心
臓
の
強
い
三
人
の

元
気
な
軍
医
が
内
地
へ
帰
る
こ
と
と
な
っ
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

で
内
地
に
帰
る
豪
華
病
院
船
「
阿
波
丸
」
を
み
つ
け
強
引
に
便

乗
を
頼
ん
だ
が
断
ら
れ
た
。
残
念
が
っ
て
い
た
が
、
こ
の
「
阿

波
丸
」
は
出
港
間
も
な
く
敵
魚
雷
に
沈
め
ら
れ
た
。
病
院
船
で

あ
り
な
が
ら
、
軍
需
品
、
将
校
な
ど
を
乗
せ
て
い
た
こ
と
が
敵

に
は
知
ら
れ
て
い
た
。「
阿
波
丸
」
に
は
ジ
ャ
ワ
島
か
ら
の
献

納
ダ
イ
ヤ
が
バ
ケ
ツ
一
杯
に
あ
っ
た
由
、
Ｔ
君
は
「
阿
波
丸
」

乗
船
を
断
ら
れ
命
拾
い
し
た
。
別
便
で
無
事
内
地
に
帰
っ
た
が
、

再
び
召
集
さ
れ
、
他
の
軍
医
五
名
と
一
緒
に
広
島
で
勤
務
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
Ｔ
君
だ
け
が
朝
鮮
の
部
隊
に



転
属
さ
せ
ら
れ
た
。
彼
は
部
隊
本
部
は
窮
屈
で
嫌
い
だ
と
、
出

先
の
部
隊
に
勤
務
と
な
っ
た
。

終
戦
と
同
時
に
本
部
は
ソ
連
に
抑
留
さ
れ
た
が
、
出
先
の
部

隊
は
ど
ん
ど
ん
南
下
し
、
無
事
日
本
に
逃
れ
帰
っ
た
。
広
島
で

別
れ
た
他
の
軍
医
は
皆
原
爆
の
犠
牲
と
な
っ
た
。
Ｔ
君
は
ほ
ん

と
に
幸
運
な
男
で
あ
る
。

額
田
君
（
昭
和
十
九
年
）「
あ
ら
び
あ
丸
」

我
々
の
会
誌
「
昭
和
会
五
〇
年
誌
」
に
こ
う
書
い
て
い
る
。

題
名
は
「
碁
の
お
陰
で
命
び
ろ
い
」
と
。

昭
和
十
九
年
、
三
回
目
の
召
集
で
は
第
四
十
九
師
団
第
四
野

戦
病
院
長
で
あ
っ
た
。
輸
送
船
の
名
は
「
チ
ャ
イ
ナ
丸
」（
五

〇
〇
〇
ト
ン
）
五
千
人
の
兵
員
が
ス
シ
詰
め
で
あ
っ
た
。
や
っ

と
マ
ニ
ラ
に
つ
い
た
朝
、
敵
機
の
空
襲
で
、
マ
ニ
ラ
停
泊
中
の

約
五
十
隻
が
全
部
沈
め
ら
れ
た
。
次
の
船
を
待
つ
間
約
一
ヵ
月

間
、「
チ
ャ
イ
ナ
丸
」

輸
送
指
揮
官
水
野
中
佐
と
度
々
碁
を
打
っ

た
。
次
の
船
団
が
来
た
の
で
、
額
田
部
隊
は
「
あ
ら
び
あ
丸
」

、

水
野
部
隊
に
「
マ
ニ
ラ
丸
」
と
決
ま
っ
た
。

碁
を
打
ち
な
が
ら
、「
お
い
額
田
君
、
こ
ん
ど
は
お
前
の
船

の
方
が
え
え
ぞ
、
代
わ
っ
て
く
れ
」
と
。
額
田
君
は
「
よ
う
ご

ざ
ん
す
」
二
つ
返
事
で
船
を
交
換
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
部
下

た
ち
は
い
い
船
に
乗
れ
る
と
喜
ん
で
い
た
の
に
、
不
平
を
言
っ

た
が
、
そ
の
と
お
り
に
な
っ
た
。
マ
ニ
ラ
港
を
出
た
翌
日
、

「
あ
ら
び
あ
丸
」
は
敵
の
魚
雷
に
や
ら
れ
沈
ん
だ
。
水
野
中
佐

も
勿
論
亡
く
な
ら
れ
た
。
そ
し
て
「
マ
ニ
ラ
丸
」
は
無
事
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
辿
り
着
い
た
。
門
司
を
出
て
か
ら
三
カ
月
か
か
っ

た
由
。
こ
の
「
あ
ら
び
あ
丸
」
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
ジ
ャ
ワ
作
戦
に

参
加
し
た
と
き
、
私
た
ち
第
百
兵
站
病
院
が
乗
船
し
た
豪
華
客

船
で
あ
っ
た
。
ジ
ャ
ワ
上
陸
の
前
夜
、
精
神
病
患
者
が
船
に
飛

び
込
ん
だ
。「
あ
ら
び
あ
丸
」
は
一
回
転
し
船
列
か
ら
離
れ
、

後
続
の
「
徳
島
丸
」
が
前
進
、
私
た
ち
の
船
の
位
置
に
出
た
。

そ
の
と
き
、
敵
は
直
撃
爆
弾
を
お
と
し
、「
徳
島
丸
」
は
沈
ん

だ
。
我
々
は
こ
の
精
神
病
者
の
お
か
げ
で
命
び
ろ
い
し
た
こ
と

は
前
述
し
た
。「
あ
ら
び
あ
丸
」
の
因
縁
を
思
い
出
す
。

次
に
蘭
領
ガ
ラ
ン
島
に
つ
い
て
少
し
記
述
し
て
み
る
。
我
々

の
南
五
病
院
は
大
世
帯
で
あ
り
、
何
力
所
に
も
分
か
れ
て
い
た

の
で
敗
戦
後
内
地
帰
還
す
る
に
も
早
い
グ
ル
ー
プ
、
遅
い
組
、

い
ろ
い
ろ
の
コ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
と
し
て
ガ
ラ
ン
島



行
き
が
あ
っ
た
。

高
橋
軍
医
を
長
と
す
る
約
七
十
名
が
ガ
ラ
ン
島
行
き
を
命
ぜ

ら
れ
た
。
昭
和
二
十
一
年
一
月
二
十
日
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
タ
ン

ヂ
ョ
ン
ブ
リ
オ
ク
港
を
出
航
、
二
十
六
日
ガ
ラ
ン
島
に
上
陸
し

た
。
ガ
ラ
ン
島
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
近
く
の
無
人
島
で
周
囲
約
五

～
六
キ
ロ
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
密
生
し
た
熱
帯
の
孤
島
で
あ
る
。

第
一
次
世
界
大
戦
の
時
に
は
ド
イ
ッ
人
捕
虜
が
収
容
さ
れ
て
い

た
。
高
橋
隊
は
港
か
ら
少
し
離
れ
た
地
域
を
治
村
（
ジ
ャ
ワ
は

治
兵
団
）
と
命
名
、
治
病
院
を
開
設
し
た
。
そ
し
て
食
料
確
保

の
た
め
開
墾
し
サ
ツ
マ
芋
を
つ
く
っ
た
。
海
草
、
魚
介
類
を
と

り
、
動
物
は
何
で
も
捕
ら
え
て
食
糧
に
し
た
。
ト
カ
ゲ
、
蛇
、

野
豚
も
次
第
に
い
な
く
な
り
、
猿
も
初
め
は
沢
山
い
た
が
食
べ

た
。
だ
が
美
味
で
は
な
か
っ
た
と
戦
友
は
話
し
て
く
れ
た
。
鵜

飼
軍
医
は
作
業
上
の
ミ
ス
で
二
日
間
食
塩
の
配
給
を
と
め
ら
れ
、

戦
闘
帽
に
し
み
こ
ん
だ
汗
を
な
め
た
と
い
う
。

ガ
ラ
ン
島
に
も
い
ろ
い
ろ
部
隊
が
上
陸
し
て
、
数
十
カ
所
の

部
落
が
で
き
て
賑
や
か
に
な
っ
た
由
で
あ
る
。
ま
た
、
高
橋
隊

長
の
話
で
は
、
英
軍
の
捕
虜
監
督
カ
ー
タ
ー
少
佐
が
や
っ
て
来

て
、
自
分
の
当
番
の
自
慢
を
し
た
。
そ
の
名
前
は
藤
山
一
郎
だ

と
言
う
。
そ
れ
は
日
本
の
有
名
な
歌
手
だ
と
い
う
。
や
が
て
少

佐
に
連
れ
ら
れ
て
藤
山
一
郎
さ
ん
が
来
て
歌
っ
て
く
れ
た
と
い

う
。南
五
病
院
の
ガ
ラ
ン
島
出
航
は
、
昭
和
二
十
一
年
六
月
二
十

八
日
、
無
事
大
竹
へ
復
員
で
あ
る
。

最
後
に
内
地
帰
還
に
つ
い
て

あ
る
日
夕
方
、
病
院
事
務
室
で
、
軍
医
大
佐
池
井
院
長
、
中

野
衛
生
少
佐
、
庶
務
課
長
と
三
人
で
雑
談
し
て
い
た
と
き
、
病

院
船
の
入
港
が
伝
え
ら
れ
た
。
ま
だ
、
な
か
な
か
帰
れ
ぬ
と
思
っ

て
い
た
の
で
、
冗
談
半
分
に
、「
順
番
が
き
た
ら
帰
り
ま
す
よ
」

と
言
っ
た
ら
、
以
外
に
も
池
井
院
長
は
「
福
島
君
ま
で
帰
っ
て

も
ら
お
う
か
」
と
言
わ
れ
た
。
思
い
が
け
ぬ
こ
と
で
大
変
驚
い

た
。昭
和
二
十
一
年
六
月
八
日
、
南
五
命
令
が
出
た
。

姫
路
で
編
成
当
時
の
古
医
部
隊
員
百
余
人
と
、
患
者
、
看
護

婦
約
八
百
人
を
引
率
し
て
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て

内
地
は
薬
品
不
足
と
の
こ
と
で
、
衛
生
材
料
、
薬
品
な
ど
三
十

梱
包
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
に
な
っ
た
。
リ
バ
テ
ィ
船
六
千
ト
ン

が
入
港
し
た
。
こ
れ
に
鉄
道
隊
と
病
院
関
係
三
千
余
人
乗
る
こ



と
に
な
っ
た
。

タ
ン
ヂ
ョ
ン
ブ
リ
オ
ク
港
か
ら
大
竹
ま
で
約
十
日
間
の
船
旅

で
あ
っ
た
が
、
船
内
で
は
二
人
に
畳
一
枚
の
広
さ
で
、
リ
ュ
ッ

ク
サ
ッ
ク
を
お
け
ば
座
る
だ
け
の
広
さ
で
あ
る
。
私
は
船
尾
の

甲
板
で
衛
生
材
料
の
間
に
■
■
を
敷
き
、
三
上
先
生
と
一
緒
に

寝
た
。
話
し
な
が
ら
、
月
を
見
な
が
ら
船
は
北
上
、
台
湾
付
近
ま
で

は
涼
し
く
爽
快
で
あ
っ
た
が
だ
ん
だ
ん
と
寒
く
な
っ
た
。

ジ
ャ
カ
ル
タ
を
出
港
し
て
数
日
後
、

婦
人
患
者
一
名
死
去
し
、

水
葬
が
行
わ
れ
た
。
弔
笛
を
鳴
ら
し
な
が
ら
船
は
一
回
転
し
北

上
し
た
。
ま
た
、
他
船
内
で
出
産
が
あ
り
、
う
ち
の
部
隊
の
看

護
婦
が
無
事
赤
ん
坊
を
と
り
あ
げ
た
。

船
は
種
子
島
と
屋
久
島
の
間
を
通
過
し
、
島
か
げ
を
眺
め
て

感
無
量
。
つ
い
に
六
月
二
十
一
日
広
島
県
大
竹
に
上
陸
し
た
。

残
務
整
理
に
三
日
を
要
し
、
二
十
三
日
解
散
、
復
員
し
た
。

大
竹
に
着
い
て
留
守
宅
に
電
報
を
と
思
っ
た
が
、
二
～
三
日

で
帰
れ
る
な
ら
ば
帰
る
方
が
早
い
で
す
よ
と
言
わ
れ
、
電
報
は

中
止
し
た
。
鳥
取
県
へ
帰
る
部
隊
員
と
一
緒
に
岡
山
ま
で
来
た

が
、
伯
備
線
の
列
車
は
も
う
な
か
っ
た
。
そ
の
夜
は
駅
の
プ
ラ
ッ

ト
ホ
ー
ム
に
野
宿
し
、
私
は
独
り
で
夜
の
街
、
母
校
岡
山
医
大

病
院
の
方
を
と
見
れ
ば
一
面
焼
け
野
原
、
瓦
礫
の
山
で
昔
の
姿

は
な
か
っ
た
。

翌
朝
、
一
番
列
車
に
乗
り
込
み
、
戦
闘
帽
、
軍
服
、
軍
靴
、

手
作
り
の
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
姿
で
、
次
々
と
郷
里
近
く
の
駅
に

着
く
と
お
互
い
に
「
サ
ヨ
ウ
ナ
ラ
」
し
て
降
り
て
行
っ
た
。

長
い
間
音
信
も
な
く
、
突
然
の
帰
宅
に
家
族
の
方
は
ビ
ッ
ク

リ
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
川
上
君
は
浦
安
で
降
り
、
最
後
に
私

は
由
良
駅
に
降
り
た
。
リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
我
が
家

に
帰
っ
た
。

迎
え
て
く
れ
た
の
は
初
対
面
の
弟
の
嫁
、

優
美
枝
さ
ん
で
あ
っ

た
。
す
ぐ
育
英
中
学
校
に
い
た
父
や
倉
吉
に
い
た
妻
子
に
電
話

連
絡
し
て
も
ら
っ
た
。
余
り
に
突
然
の
復
員
に
皆
が
驚
き
喜
ん

だ
と
思
う
が
、
弟
の
戦
死
は
ま
だ
不
明
で
あ
っ
た
。

【
解

説
】

○
第
七
方
面
軍
　
病
院
・
衛
生
関
係
部
隊
表

方
面
軍
直
轄

南
方
第
一
陸
軍
病
院
　
　
　
　
　
威
　
　
六
〇
九
一
部
隊



南
方
第
三
陸
軍
病
院
　
　
　
　
　
威
　
一
〇
三
〇
六
部
隊

第
四
十
六
師
団
野
戦
病
院
　
　
静
　
一
一
九
六
九
部
隊

患
者
輸
送
第
六
十
一
小
隊
　
　
岡
　
　
七
〇
〇
七
部
隊

第
二
十
九
軍
　
マ
ラ
イ
　
　
　
　
　
定
　
　
九
四
一
一
部
隊

第
一
三
〇
兵
站
病
院
　
　
　
　
　
定
　
　
四
〇
二
六
部
隊

第
一
三
一
兵
站
病
院
　
　
　
　
　
定
　
　
四
〇
二
七
部
隊

第
一
三
五
兵
站
病
院
　
　
　
　
　
定
　
　
七
一
九
四
部
隊

患
者
輸
送
第
九
十
八
小
隊
　
　
　
岡
　
一
八
五
三
〇
部
隊

第
九
十
四
師
団
衛
生
隊
　
　
　
　
威
烈
一
八
五
一
〇
部
隊

第
九
十
四
師
団
第
一
野
戦
病
院
　
威
烈
一
八
五
一
一
部
隊

第
九
十
四
師
団
第
四
野
戦
病
院
　
威
烈
一
八
五
一
二
部
隊

第
二
十
五
軍
　
ス
マ
ト
ラ
　
　
　
　
富
　
　
八
九
九
一
部
隊

南
方
第
八
陸
軍
病
院
　
　
　
　
　
富
　
一
〇
三
〇
九
部
隊

南
方
第
九
陸
軍
病
院
　
　
　
　
　
富
　
一
〇
三
一
〇
部
隊

南
方
第
一
〇
陸
軍
病
院
　
　
　
　
富
　
一
〇
三
一
一
部
隊

南
方
第
一
七
陸
軍
病
院
　
　
　
　
富
　
一
〇
四
九
九
部
隊

近
衛
第
二
師
団
第
一
野
戦
病
院
　
宮
　
　
三
八
二
四
部
隊

近
衛
第
二
師
団
第
四
野
戦
病
院
　
宮
　
　
三
八
一
七
部
隊

近
衛
第
二
師
団
衛
生
隊
　
　
　
　
宮
　
　
三
八
一
三
部
隊

第
十
六
軍
　
ジ
ャ
ワ
　
　
　
　
　
　
治
　
　
一
六
〇
二
部
隊

南
方
第
五
陸
軍
病
院
　
　
　
　
　
治
　
一
〇
八
〇
一
部
隊

南
方
第
六
陸
軍
病
院
　
　
　
　
　
治
　
一
〇
八
〇
二
部
隊

南
方
第
七
陸
軍
病
院
　
　
　
　
　
治
　
一
〇
八
〇
三
部
隊

第
四
十
八
師
団
衛
生
隊
　
　
　
　
海
　
　
八
五
九
一
部
隊

第
四
十
八
師
団
第
一
野
戦
病
院
　
海
　
　
八
五
九
二
部
隊

第
四
十
八
師
団
第
四
野
戦
病
院
　
海
　
　
八
五
九
三
部
隊

第
一
〇
九
兵
站
病
院
　
　
　
　
　
海
　
　
七
〇
一
五
部
隊

患
者
輸
送
第
三
十
九
小
隊
　
　
海
　
　
四
八
〇
二
部
隊

患
者
輸
送
第
六
十
五
小
隊
　
　
海
　
　
六
七
五
七
部
隊

第
七
方
面
軍
編
成
表
（
主
要
部
隊
）
岡
　
　
一
六
一
五
部
隊

第
七
方
面
軍
直
轄
部
隊

第
四
十
六
師
団
（
一
部
欠
）
　
　
静
　
一
一
九
六
一
部
隊

昭
南
防
衛
司
令
部
　
　
　
　
　
　
岡
　
一
八
五
〇
〇
部
隊

独
立
混
成
第
二
十
六
旅
団
　
　
　
嶽
　
一
〇
九
一
六
部
隊

第
十
六
軍
司
令
部
　
　
　
　
　
　
　
治
　
　
一
六
〇
二
部
隊

第
四
十
八
師
団
　
ス
ン
ダ
、
チ
モ
ー
ル
海
　
　
八
九
四
〇
部
隊

独
立
混
成
第
二
十
七
旅
団
　
　
　
雄
　
一
〇
八
一
〇
部
隊



独
立
混
成
第
二
十
八
旅
団
　
　
　
敬
　
一
〇
八
二
〇
部
隊

第
二
十
五
軍
司
令
部
ス
マ
ト
ラ
　
　
富
　
　
八
九
九
一
部
隊

近
衛
第
二
師
団
司
令
部
　
　
　
　
宮
　
　
三
八
〇
〇
部
隊

独
立
混
成
第
二
十
五
旅
団
　
　
　
盤
　
一
〇
九
〇
八
部
隊

パ
レ
ン
バ
ン
防
衛
隊
　
　
　
　
　
富
　
一
〇
三
六
六
部
隊

パ
ン
カ
ラ
ン
プ
ラ
ン
ダ
ン
防
衛
隊
　
富
　
二
一
三
六
部
隊

第
二
十
九
軍
司
令
部
　
　
　
　
　
　
定
　
　
九
四
一
一
部
隊

第
九
十
四
師
団
　
　
　
　
　
　
　
威
烈
一
八
五
〇
一
部
隊

独
立
混
成
第
三
十
五
旅
団
　
　
　
教
　
一
五
八
三
二
部
隊

独
立
混
成
第
三
十
六
旅
団
　
　
　
錬
　
一
五
八
四
〇
部
隊

独
立
混
成
第
三
十
七
旅
団
　
　
　
鍛
　
一
五
八
四
四
部
隊

独
立
混
成
第
七
十
旅
団
　
　
　
　
果
敢
一
四
〇
〇
一
部
隊

そ
の
他
の
南
方
軍
関
係
衛
生
・
病
院
関
係

南
方
軍
直
轄

第
三
十
七
軍
関
係

第
一
四
七
兵
站
病
院
　
　
　
　
灘
　
一
一
〇
一
一
部
隊

第
十
八
方
面
軍
関
係

第
一
四
八
兵
站
病
院
　
　
　
　
義
　
一
七
一
〇
四
部
隊

ビ
ル
マ
方
面
軍
関
係

第
一
三
三
兵
站
病
院
　
　
　
　
森
　
　
四
〇
四
六
部
隊

第
一
〇
六
兵
站
病
院
　
　
　
　
森
　
　
七
〇
〇
七
部
隊

第
一
〇
七
兵
站
病
院
　
　
　
　
森
　
　
七
〇
〇
六
部
隊

第
十
五
軍
関
係

第
一
〇
五
兵
站
病
院
　
　
　
　
林
　
　
七
一
三
一
部
隊

第
一
二
四
兵
站
病
院
　
　
　
　
林
　
　
五
二
二
四
部
隊

患
者
輸
送
第
五
十
八
小
隊
　
　
林
　
　
六
九
四
七
部
隊

第
二
十
八
軍
関
係

第
一
一
八
兵
站
病
院
　
　
　
　
策
　
　
六
七
七
〇
部
隊

患
者
輸
送
第
七
十
小
隊
　
　
　
策
　
　
五
二
七
〇
部
隊

患
者
輸
送
第
七
十
一
小
隊
　
　
策
　
　
六
〇
三
一
部
隊

第
三
十
三
軍
関
係

第
一
二
一
兵
站
病
院
　
　
　
　
昆
　
　
二
二
六
五
部
隊

患
者
輸
送
第
六
十
小
隊
　
　
　
昆
　
　
七
一
三
七
部
隊

南
方
軍
関
係
直
轄

南
方
第
十
二
陸
軍
病
院
　
　
　
威
　
一
〇
六
一
二
部
隊

南
方
第
十
三
陸
軍
病
院
　
　
　
威
　
一
〇
六
一
三
部
隊

南
方
第
十
四
陸
軍
病
院
　
　
　
威
　
一
〇
六
一
四
部
隊

第
六
十
三
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
七
八
六
二
部
隊



第
七
十
四
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
四
八
〇
一
部
隊

第
七
十
八
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
四
六
〇
七
部
隊

第
八
十
六
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
三
七
六
二
部
隊

第
一
二
九
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
三
八
八
九
部
隊

第
一
三
四
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
四
〇
四
七
部
隊

第
一
三
七
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
七
一
九
六
部
隊

第
一
三
八
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
九
七
六
六
部
隊

第
一
三
九
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
九
七
六
七
部
隊

第
一
四
一
兵
站
病
院
　
　
　
　
威
　
　
九
七
六
九
部
隊

○
開
戦
時
（
昭
和
十
七
年
五
月
）
の
医
務
関
係
部
隊
数

（
　
）
内
は
南
方

兵
站
衛
生
隊
本
部
　
　
　
　
　
　
　
八
（
　
三
）

兵
站
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六
（
一
三
）

患
者
輸
送
隊
本
部
　
　
　
　
　
　
　
七
（
　
三
）

患
者
輸
送
部
本
部
　
　
　
　
　
　
　
二
（
　
　
）

患
者
輸
送
小
隊
　
　
　
　
　
　
　
二
八
（
一
二
）

患
者
輸
送
班
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
（
　
一
）

野
戦
予
備
病
院
　
　
　
　
　
　
　
　
五
（
　
　
）

要
塞
以
外
の
陸
軍
病
院
　
　
　
一
七
二
（
　
　
）

○
終
戦
時
（
昭
和
二
十
年
八
月
）
の
医
務
関
係
部
隊
数

兵
站
衛
生
隊
本
部
　
　
三
　
兵
站
病
院
　
　
　
一
〇
三

患
者
輸
送
隊
本
部
　
　
五
　
患
者
輸
送
部
本
部
　
　
二

患
者
輸
送
小
隊
　
　
四
六
　
患
者
輸
送
班
　
　
　
　
六

陸
軍
病
院
　
　
　
二
二
九




